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	慶應義塾大学理工学部化学科の河内卓彌准教授らは、有機分子上の離れた位置において複数の結合を連続的に構築する新たな手法の構築に成功しました。有機分子の合成において新たな結合の構築は最も重要な過程の一つであり、複数の結合を連続的かつ一挙に創り出すことができる、いわゆる「ドミノ型」反応は、高効率的に複雑な有機分子を創出する手法として長年にわたって広く研究されてきました。一般に結合構築は有機分子上に反応活性点を形成し、これらの点をつなぎ合わせることで行われます。また、ドミノ型反応においては一つの結合を構...
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